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•平成28年火災・救急・救助の概要
•平成27年度決算状況
•感震ブレーカーを設置しましょう！
•指令センターからのお願い
•新任職員紹介
•あぜ焼き注意！
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　北はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が2,640,511千円、歳出総額が2,506,633千円
で、歳入歳出差引額は、133,878千円となっております。

　地震が発生したときに、揺れと同時に恐ろしいのが火災です。
　阪神・淡路大震災や東日本大震災では、電気機器の転倒による出火や、停電が復旧したときに発生す
る火災など、多数の通電火災が発生しており、原因が特定できた火災全体の約６割を占めています。
　感震ブレーカーは、地震を感知すると自動的にブレーカーを落とし、通電火災を未然に防ぐことがで
きます。
　感震ブレーカーを設置して通電火災から家・地域を守りましょう。

　家庭内で医療機器などを使用している場合、医療機器などに影響が考えられる
ため、設置する際は十分注意しましよう！
　また、夜間に感震ブレーカーが作動したときのために、懐中電灯などを準備し
ておきましょう！

　「近所迷惑やから。」とか「恥ずかしいから。」などの理由で救急車を呼ばれる時に「サイレンを
鳴らさないで来てください。」と言われる方が多くみうけられます。救急車は関係法規により緊急
車両として認められており、その条件として「赤色の警告灯をつけて、サイレンを鳴らす。」と決
められています。サイレンを鳴らさなければ、普通の車と同じ扱いとなり、一刻を争う傷病者の元
へいち早くかけつけ、医療機関へ迅速に搬送する事が出来なくなります。

救える命を救うためご理解とご協力をお願いします。

歳入

歳入決算額
２,640,511千円

歳出

歳出決算額
２,506,633千円

歳入 歳出

議会費
総務費
消防費（常備消防費）
消防費（消防施設費）
公債費

組合議会の運営活動費用
組合全体の事務管理費用
消防業務に係る費用(人件費含む）
消防施設の整備費用
借入金の返済費用

249 千円
26,624 千円

1,941,645 千円
285,748 千円
252,367 千円

款（目） 内　容 金　額
市町負担金
使用料及び手数料
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

組合を構成する市町からの負担金
消防検査等の手数料
基金の運用利子
財政調整基金からの資金運用
前年度の繰越金
その他の収入
消防施設整備のための借入金

2,446,395 千円
2,529 千円
135 千円

13,259 千円
59,416 千円
6,077 千円

112,700 千円

款 内　容 金　額

平成27年度　決算概要平成27年度　決算概要

これで安心！これで安心！

救急車はサイレンを鳴らさないと緊急走行できません！

消防テレフォンサービス　◆ 災害案内　0795-48-0143
◆ 病院案内　0795-48-0147

消防車・救急車の要請は局番なしの119番！

【病院案内利用時間】
　平日／17：30～翌朝8：30　土曜日・休日／9：00～翌朝8：30

死亡

重症

中等症　

軽症

市町負担金
2,446,395 千円

常備消防費
1,941,645 千円

組合債
112,700 千円

消防施設費
285,748 千円

繰越金
59,416 千円

使用料及び手数料
2,529 千円

財産収入
135千円

公債費
252,367 千円

総務費
26,624 千円 議会費

249千円

繰入金
13,259 千円

市町負担金内訳
西脇市　612,723 千円
加西市　645,161 千円
加東市　826,606 千円
多可町　361,905 千円
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平成28年中　火災・救急・救助の概要
　火災発生件数83件（12件増加）
（西脇市13件、加西市32件、加東
市24件、多可町14件）
 火災種別では建物火災32件、林
野火災９件、車両火災９件、その
他火災が33件発生しました。
 前年比較は建物火災７件減少、
林野火災１件減少、車両火災は４
件増加、その他火災が17件増加
しました。

平成28年中　火災・救急・救助の概要
通電火災を防ぐ感震ブレーカー！

が発生したときに、揺れと同時に恐ろしいのが火災です。

通電火災を防ぐ感震ブレーカー！

諸収入
6,077 千円

火
災
「
あ
ぜ
焼
き
」か
ら
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　救急出動件数6‚341件（34件減少）
（西脇市1‚802件、加西市１‚878
件、加東市1‚764件、多可町888
件、管外９件）
　程度別の搬送人員では軽症が
3‚197件と全体の約53％と半数を
占め、中等症2‚286件、重症428
件、死亡117件となっています。

救
急
軽
症
者
の
搬
送
が
半
数
以
上
と
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　救助出動件数142件（４件増加）
（西脇市43件、加西市39件、加東
市３５件、多可町22件）
　救助種別は火災３件、交通事故
83件、水難事故２件、建物等８
件、その他の事故が46件。

救
助
依
然
と
し
て
交
通
事
故
が
出
動
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

【分電盤タイプ】 【コンセントタイプ】 【簡易タイプ】

　分電盤に内蔵されたセンサー
が揺れを感知し、ブレーカーを
落として電気を遮断。

　コンセントに内蔵されたセン
サーが揺れを感知し、コンセン
トから電気を遮断。

　ばねの作動や重りの落下によ
りブレーカーを落として電気を
遮断。

【お問合せ先】北はりま消防本部消防部予防課
 　　　　　　　 TEL.０７９５‒４８‒３０７1

【感震ブレーカーの種類】
救助件数の推移

市町別出動件数

出動種別出動件数

救急件数の推移

市町別程度別搬送率（中国道、管外を除く）

火災件数の推移

市町別火災件数
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　交通事故により、自動車の乗員が車内で挟まれ閉
じ込められた事故を想定し、訓練を実施しました。
　廃車を利用して、車両の構造を確認しながら安全
かつ迅速に活動しました。

自
衛
消
防
競
技
大
会

（
西
脇
署
・
多
可
署
）

　9月12日（月）に、西脇多可防火協会自衛消防競技
大会を開催しました。第21回となる大会は、28事
業所から延べ89名が参加し、消火器や消火栓などを
使った競技に汗を流しました。

交
通
救
助
訓
練

　
　
　
　

（
西
脇
署
）

　8月21日（日）に西脇市寺内で西脇北出張所の新庁舎、11月2日（水）に西脇市野
村町で西脇消防署の庁舎耐震改修及び増改築工事の起工式を挙行し、工事着工し
ました。西脇市内における防災拠点が新たに生まれ変わります。

西
脇
北
出
張
所
並
び
に

西
脇
消
防
署
の
起
工
式

　
　
　
　

（
西
脇
署
）

　9月15日（木）、市内事業所の職員を対象とした女
性防火教室を開催しました。
　初期消火訓練や救命講習などのメニューに参加者
全員熱心に取り組まれていました。

警
防
技
術
訓
練

　
　
　
　

（
全
署
所
）

　11月～12月にかけて、火災対応能力の向上を目指
して、全署所において警防技術訓練を実施しました。
　各署の創意工夫や日頃の訓練の成果がみられ、有
意義な訓練を実施することができました。

女
性
防
火
教
室

　
　
　
　

（
加
東
署
）

201620162016

55

▲西脇消防署完成予想図
(完成予定平成30年3月末)

▲西脇北出張所完成予想図
(完成予定平成29年3月末)

　11月9日（水）、市内の事業所や婦人防火クラブ員、そして今年は加東伝の助く
んが参加して、初期消火技術の向上を目的とした第25回自衛消防競技大会を開催
しました。後半には、加東消防署の署員による建物火災に対する人命救助及び消
火訓練を披露し、参加者全員と消防署が一体となった大会になりました。

自
衛
消
防
競
技
大
会

　
　
　

（
加
東
署
）

　9月8日（木）、福祉施設で急病人が発生した
という想定で、施設職員による119番通報から
応急処置、救急隊へ引き継ぐまでの訓練を実施
しました。

消
防
教
室
（
多
可
署
）

　町内の園児を対象に消防教室を開催しました。
　消火器の取扱い方法を学ぶと共に、ミニ救急車
（きゅうちゃん）の乗車も体験し、子供たちの笑顔
が溢れていました。

福
祉
施
設
と
の
合
同
訓
練

　
　
　
　

（
多
可
署
）

　幼・少年期から正しい火災予防知識の育成と火気を取扱う機会の
多い主婦層の防火意識の高揚、さらに住宅用火災警報器の設置徹底
を目的に防火のつどいを開催しました。

第
30
回
少
年
婦
人
防
火
祭

　
　
　

「
防
火
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　

（
多
可
署
・
西
脇
署
）

　9月28日（水）、10月6日（木）、13日（木）
の３日間、北条高校の生徒が消防署に訪れ
ロープワーク体験研修を行いました。

多
数
傷
病
者
想
定
訓
練

　
　
　
　

（
加
西
署
）

　11月17日（木）、株式会社ＳＩＣより加西市へ
トリアージテント及びシートが寄贈されました。
それらのテントを活用し、多数傷病者事案を想定
したトリアージ訓練を行いました。

北
条
高
校
生

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
研
修

　
　
　
　
　
　
（
加
西
署
）

　8月9日（火）、市内の少年消防クラブ
員が消防訓練及び救助訓練等の体験を行
いました。

Ｂ
Ｆ
Ｃ
体
験
教
室
（
加
西
署
）

多可郡
　多可町

加西市

加東市

西脇市

175

175

372

372

427
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住宅用火災警報器の巻

ん
ー
・
・
・

ピ
ッ
ピ
ッピ
ッ
ピ
ッ

火
事

　
で
す

火
事

　
で
す

がんばれ！
しょうちゃん・きゅうちゃん

その2
　こ　にし　いち　る

小西　一瑠くん　多可町
おおひら　　ひ　な

大平　姫愛ちゃん　多可町

困った人がいたら助けてあげら
れる強い男の子になってね。

ママより

　わが家の消防士がバージョン
アップしました。
　北はりま消防本部に約１００
センチサイズの子供用の活動服
が３種類できました。
　消防士や救命士になって写真
を撮ってみませんか。
　気軽にお問い合わせください。

人の痛みがわかる優しい女の子
になってね。
　　ママより

お問合せ先
警防部警防課
　電話：０７９５‒４８‒３０７２（平日 9:00～17:00）
　E-mail：fd_keibo@kitaharima119.net

大募集大募集

　
「
親
父
が
生
き
て
い
る
（
心
臓
が
動
い

て
い
る
）
間
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。
あ

り
が
と
う
。」

　

こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の

は
あ
る
救
急
事
案
で
し
た
。
私
の
知
人
の

父
親
が
心
肺
停
止
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

直
ち
に
胸
骨
圧
迫
等
の
処
置
を
開
始
し
、

先
輩
隊
員
の
病
院
手
配
と
並
行
し
て
早
期

に
救
急
車
内
へ
収
容
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
そ
ば
に
い
た
知
人
は
明
ら
か
に
い
つ

も
と
は
違
う
表
情
で
し
た
。

　

私
の
心
構
え
と
し
て
、
知
人
や
親
族
な

ど
が
関
係
す
る
救
急
現
場
等
に
出
動
す
る

こ
と
は
普
段
か
ら
覚
悟
し
て
お
り
、
い
か

な
る
状
況
で
も
感
情
を
抑
え
冷
静
に
対
処

す
る
こ
と
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
の
家
族
の
光
景
を
目
に

し
た
こ
と
で
、
焦
り
や
緊
張
が
増
し
た
の

は
事
実
で
す
。

　

救
急
車
内
で
は
必
死
に
胸
骨
圧
迫
を
行

い
、
滴
り
落
ち
る
汗
の
量
が
増
え
、
い
つ

も
以
上
に
時
間
が
長
く
感
じ
、
病
院
は
ま

だ
か
と
救
急
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
か
ら

外
を
睨
み
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
病
院
到
着
し
医
師
が
観
察
す

る
と
、「
心
拍
再
開
し
て
い
ま
す
。IC

U

へ
。」
と
の
ひ
と
言
。
必
死
の
処
置
に
よ

り
心
臓
が
再
び
動
き
出
し
た
の
で
す
。

「
良
か
っ
た
。」
そ
の
ま
ま
入
院
と
な
り

病
院
へ
引
き
継
ぎ
帰
署
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
意
識
は
戻
ら
ず
亡
く
な
ら
れ
た
と
知

り
ま
し
た
。

　

後
日
、
知
人
か
ら
「
親
父
の
た
め
に
よ

く
頑
張
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
な
あ
。
心
臓

が
動
い
て
い
る
と
き
に
間
に
合
っ
た
よ
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。」
と
、
自
ら
の
悲

し
み
や
様
々
な
感
情
が
あ
る
中
で
、
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
か
ら
私
は
、
残
念
な
が
ら
助

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
思
い
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、
い
か
な
る
災
害
現

場
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
「
絶
対
に
助
け

る
。」
と
い
う
気
持
ち
で
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
救
急
に
関

す
る
知
識
や
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
救
急
車
の
清
掃
や
資
機
材
点
検
等

の
出
場
前
準
備
や
、
傷
病
者
に
対
し
て
優

し
く
丁
寧
な
声
を
掛
け
ら
れ
る
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
私
は
日
々
複
雑
多
様
化
す

る
災
害
現
場
に
対
し
、「
住
民
の
た
め

に
。」
と
い
う
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
対
応
し
て
い
き
た
い
で
す
。

救
急
隊
員
手
記

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
か
ら

Ｆ
・
Ｋ
救
急
隊
員

　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
で
北
は
り
ま
消
防
組
合
に
採
用
さ
れ
た
10
名
の
新
人
消
防
士
で
す
。

　

兵
庫
県
消
防
学
校
で
半
年
間
の
厳
し
い
教
育
訓
練
を
修
了
し
、
10
月
か
ら
各
消
防
署
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
1
月
か
ら
約
2
か
月
間
、
救
急
隊
員
と
し
て
の
教
育
で
、
消
防
学
校
へ
入
校
し
て

い
ま
す
。

 

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
一
日
で
も
早
く
住
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

上
段
（
右
か
ら
）

秋
山
　
裕
哉

（
加
東
消
防
署
勤
務
）

嶋
津
　
直
樹

（
加
東
消
防
署
勤
務
）

浜
名
　
陽
路

（
西
脇
消
防
署
勤
務
）

大
塚
　
充
泰

（
加
西
消
防
署
勤
務
）

今
井
　
佑
也

（
加
西
消
防
署
勤
務
）

下
段
（
右
か
ら
）

田
淵
　
隼
登

（
西
脇
消
防
署
勤
務
）

大
角
　
拓
也

（
多
可
消
防
署
勤
務
）

窪
田
　
啓
輔

（
多
可
消
防
署
勤
務
）

西
川
　
総
一

（
加
東
消
防
署
勤
務
）

田
中
　
淳

（
加
西
消
防
署
勤
務
）

新任職員紹介新任職員紹介

２
連
覇
達
成
！！

　

北
は
り
ま
消
防
組
合
野
球
部
は
、

11
月
に
開
催
さ
れ
た
近
畿
官
公
庁
野

球
大
会
で
昨
年
に
引
き
続
い
て
優
勝

を
収
め
、
み
ご
と
２
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
若
手
職
員
！

　

Ｍ
消
防
副
士
長
は
、
消
防
士
拝
命
５
年

目
の
若
手
職
員
で
す
。
体
育
会
系
の
職
場

の
中
で
は
比
較
的
お
と
な
し
い
タ
イ
プ
で

「
同
性
に
興
味
が
あ
る
の
で
は
・
・
・
」
と

噂
さ
れ
る
ほ
ど
の
中
性
的
キ
ャ
ラ
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
の
春
、
そ
の
Ｍ
消
防
副

士
長
に
彼
女
が
で
き
た
と
の
情
報
が
耳
に

入
り
、
数
ヵ
月
後
に
は
入
籍
、
す
ぐ
に
奥

様
が
ご
懐
妊
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
快
進

撃
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
快
進
撃
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
だ

け
で
は
留
ま
ら
ず
、
救
急
現
場
で
は
傷
病

者
の
さ
さ
い
な
徴
候
を
見
逃
さ
ず
に
救
急

隊
長
に
報
告
す
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
い

成
長
を
み
せ
、
署
内
の
優
良
救
急
隊
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
た
め
に
か

っ
こ
い
い
お
父
さ
ん
で
あ
り
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。
彼
の
神
っ
て
る
快
進

撃
は
続
き
ま
す
。

住宅用火災警報器を設置
しましょう！
住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災警警警警警警警報報報報報報報器器器器器器ををををををををを設設設設設設設設置置置置置置置
ししししししししししししままままままままままししししししししししししょょょょょょょょょょょょううううううううううう！！！！！！ううう！！！！！！！
住宅用火災警報器を設置
しましょう！

し
ょ
う
ち
ゃ
ん

ふ
と
ん
が
ふ
っ
と
ん
だ
よ
！

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

コ
レ
が
な
か
っ
た
ら

大
変
な
事
に
な
っ
て
た
ョ
！

・
・
・
・

▲持ちネタの「俺がネクタイ
　をはずすと・・・」が炸裂
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そ
の
火
、大
丈
夫
？

あ
ぜ
焼
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
焼
却
火
に
よ
る
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
準
備
不
足
が
原
因
で
周
囲
に
燃
え
移
り
、
や
が
て
は

山
林
に
ま
で
延
焼
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
あ
ぜ
焼
き
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、
風
の
状
態
や
周
囲
の
状
況
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
農
作
業
に
伴
う
枯
草
焼
却
、
風
俗
習
慣
上
な
ど
の
行
為
の
た
め
の
焼
却
は
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
刊
・
お
問
合
せ
　
北
は
り
ま
消
防
本
部
　
広
報
委
員
会
　
加
東
市
下
滝
野
1
2
6
9
-2
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